
大規模開発事業の手続フローチャート

(2)市街化調整区域を含む場合2,000㎡以上
(3)保全対象緑地を含む場場合2,000㎡以上
　 ※保全対象緑地
　    ア 歴史的風土保存区域
　    イ 近郊緑地保全区域

　    エ 緑地保全地域
　    オ 特別緑地保全地区の候補地
　    カ 都市公園の候補地

(2)市街化調整区域を含む場合2,000㎡以上
(3)保全対象緑地を含む場合   2,000㎡以上
　 ※保全対象緑地

　    イ 近郊緑地保全区域

　    エ 緑地保全地域
　    オ 特別緑地保全地区の候補地
　    カ 都市公園の候補地

を提出する日】のいずれか早い日の４月前
意見書

提出期間

助言・指導の公告・縦覧
【縦覧期間14日間（公告の翌日から）】

平成24年4月作成平成24年4月作成

市

【対象となる取引】

（届出前・・・事前協議、説明等）

【土地売買契約の6月前】

市民土地所有者

大規模土地取引行為の届出

【開催の日から起算して7日前まで】

公聴会公述申出書の提出

（※）地縁団体/まちづくり市民団体
・事業区域を包含する地方自治法（昭和22年法律第67号）第260号の２第1項に規定する地縁による団体及び鎌倉市まちづくり条例（平成7年6月条例第4号）
第28号第1項に規定するまちづくり市民団体

い日の４月前

意見書の提出
【縦覧期間14日間（公告の翌日から）】

開催結果の公告・縦覧

※大規模開発事業者が、大規模開発事
業基本事項届出、説明会の開催、説明会
の開催結果報告、見解書の提出を行わな
いとき又は方針書の提出を行わないとき

      ・公聴会記録の公告・縦覧

　    ウ 保全配慮地区

　    ウ 保全配慮地区

開発事業者

（届出前・・・事前協議、説明等）

・意見書の受理

説明会の開催

見解書の提出

談の書面を提出する日】のうちいずれか早

【説明会の5日前までに標識に掲載】
説明会開催の周知

（※）地縁団体/まちづくり市民団体へ通知
【大規模土地取引行為の日】又は【開発事

   以上 2,000㎡未満のもので、土地の切土
   及び盛土に係る土量の和が 2,000㎥以上

・請求者、大規模開発事業者等へ通知
　・公聴会開催日時の公告

【見解書の縦覧期間満了日まで】

【開催結果の報告】

 ・意見書提出者へ送付

【説明会結果報告縦覧期間満了後14日まで】

・見解書の公告・縦覧

公聴会開催の請求書の提出

(1)市街化区域　　　　　　　      5,000㎡以上

業条例第13条に規定する事前相談の書面

・事業者へ送付

基本事項の公告・縦覧

大規模開発事業の届出

(1)市街化区域　　　　　　　　    5,000㎡以上

【大規模土地取引行為の日】又は
【開発事業条例第13条に規定する事前相

　    ア 歴史的風土保存区域

　　　・基本事項の届出
　　　・標識の設置

方針書の公告・縦覧

助言・指導に対する方針書の提出

公聴会公述申出書の提出

意見陳述

公述人へ陳述時間等を通知

基本事項の公告の日から説明会
開催結果の公告縦覧期間(14日間)
満了後14日を経過する日まで

公聴会開催請求書の提出

【見解書の縦覧期間満了日まで】

【縦覧期間14日間（公告の翌日から）】

(4)市街化調整区域又は保全対象緑地を含
　  む開発事業に係る土地の面積が300㎡

※まちづくり条例に基づく手続を行わなけれ
ば、鎌倉市開発事業における手続及び基準
等に関する条例等の手続を行うことはでき
ません。

・公聴会開催結果報告書の作成
意見陳述

　　　・公聴会の開催

【縦覧期間14日間（公告の翌日から）】

【開催の日から起算して7日前まで】

まちづく条例大規模開発事業の手続終了

その旨を公表
（まちづくり審議会の意見を聴いた上で）

・土地に関する所有権、地上権若しくは賃
借権又はこれらの権利の取得を目的にす
る権利移転又は設定

市が実施する施策に関する助言

まちづくり審議会

助言・指導

大規模開発事業手続終了通知書を送付

【縦覧期間14日間（公告の翌日から）】

【縦覧期間14日間（公告の翌日から）】

　 大規模開発事業者へ


	大規模

